
い
た
ボ
デ
ィ
は
上
下
動
か

す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
の
警
備
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
u
g
o
 
m
i
n
i
は

コ
ン
パ
ク
ト
な
デ
ザ
イ
ン

で
あ
り
な
が
ら
4
K
ジ
ン

バ
ル
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て

お
り
、
地
上
高
60
セ
ン
チ

か
ら
170
セ
ン
チ
ま
で
伸
縮

さ
せ
、
様
々
な
箇
所
の
撮

影
や
セ
ン
シ
ン
グ
を
得
意

と
し
、
機
械
室
な
ど
の
メ

ー
タ
ー
点
検
を
行
い
ま

す
。

　
も
う
１
社
は
、
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し

て
50
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
川
崎
重
工
業
（
株
）
の

N
y
o
k
k
e
y
（
ニ
ョ

ッ
キ
―
）
。

　
N
y
o
k
k
e
y
は
人

が
働
く
様
々
な
環
境
で
活

躍
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

設
計
さ
れ
て
お
り
、
人
と

同
じ
よ
う
に
移
動
し
腕
を
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ト
選
手
権
や
地
元
の
和
高

専
や
全
国
高
専
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
大
会
上
位
チ

ー
ム
が
高
専
ロ
ボ
コ
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
参
加
し

ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ョ
ー
は
毎
年
国
内
外
の
最

先
端
技
術
を
有
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
が
会
場
の
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
u
g
o
（
株
）

か
ら
u
g
o
 
P
r
o
と

u
g
o
 
m
i
n
i
が
登

場
。
u
g
o
は
人
と
ロ
ボ

ッ
ト
の
「
融
合
」
を
テ
ー

マ
に
様
々
な
作
業
を
遠
隔

化
・
自
動
化
す
る
こ
と

で
、
現
場
で
働
く
人
の
生

産
性
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
開
発
さ
れ
た
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。

　
u
g
o
 
P
r
o
は
２

本
の
ア
ー
ム
と
表
情
が
変

わ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
持

っ
て
お
り
、
カ
メ
ラ
が
着

使
っ
た
作
業
が
可
能
な
ロ

ボ
ッ
ト
で
す
。
例
え
ば
、

物
流
の
現
場
で
の
荷
物
の

配
送
や
積
み
下
ろ
し
、
ビ

ル
や
施
設
の
見
回
り
、
接

客
業
に
お
い
て
は
、
複
数

言
語
で
の
道
案
内
・
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
を
交
え
た
人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
で
き
ま
す
。
当
日

は
、
昨
年
と
同
様
で
ブ
ー

ス
に
常
設
し
、
話
か
け
る

と
答
え
て
く
れ
会
話
を
楽

し
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
「
わ
か
や

ま
産
業
を
支
え
る
人
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
」
小

中
学
生
発
明
の
「
私
た
ち

の
く
ふ
う
展
」
「
御
坊
市

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

展
」
な
ど
も
例
年
通
り
行

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
是
非
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
12
月
15
日

（
日
）
に
き
の
く
に
ロ
ボ

ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
２
４
が
御
坊
市
立
体
育

館
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

を
開
催
し
ま
す
。

　
全
日
本
小
中
学
生
ロ
ボ

ッ
ト
選
手
権
は
、
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
和
歌
山
県

内
、
近
畿
地
区
、
関
東
地

区
（
栃
木
県
）
、
関
東
地

区
（
群
馬
県
）
、
信
越
地

区
（
長
野
県
）
、
東
海
地

区
（
静
岡
県
）
、
東
海
地

区
（
岐
阜
県
）
、
北
陸
地

区
（
福
井
県
）
、
中
国
地

区
（
島
根
県
）
、
四
国
地

区
（
徳
島
県
）
、
九
州
北

地
区
（
福
岡
県
・
佐
賀

県
・
熊
本
県
）
、
九
州
南

地
区
（
宮
崎
県
）
、
九
州

南
地
区
（
鹿
児
島
県
）
が

参
戦
し
ま
す
。
　
　

　
き
の
く
に
高
校
生
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
き
の

く
に
高
校
生
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

祝
お
宮
参
り

祝
成
人

予
約
受
付
中

　

12月28日（土）～１月５日（日）までお休みさせて頂きます。
ご迷惑お掛けしますが、よろしくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊商工会議所

年末年始
　事業所用ゴミ袋販売について

き
の
く
に  

ロ
ボ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
開
催
!!

１２月１５日（日）

新春賀礼会のご案内
　標記「新春賀礼会」を下記のとおり開催いたします。当地方の発展と各位のご繁栄を祝
福致したく存じますので、何卒お誘い合わせの上、多数ご参加賜りますようご案内申し上
げます。
１．日　時　令和７年１月4日（土）  午後５時30分～（受付開始 午後５時00分より）
２．会　場　（株）花ご坊（御坊市湯川町小松原541　0738－22－2326）
３．会　費　6,000円　（但し、参加申込みと同時にお支払下さい。）
４．申込期日　令和６年12月10日（火）
５．申込先　御坊商工会議所　（申込書は当所にご用意しています）

＊参加者芳名録印刷の都合もありますので、 期日厳守 をお願いします。

お問い合わせ･･･御坊商工会議所　和歌山県御坊市薗350-28　
　　　　　　　 TEL( 0738 ) 22 - 1008　FAX( 0738 ) 23 - 1245
　　　　　　e -ma i l　 i n f o@g o b o - c c i . o r . j p

ugo mini

ugo Pro

【工事期間】令和７年１月４日（土）～
　　　　　　　　　　　令和７年２月21日（金）まで
【工事個所】御坊商工会館 ４階 大会議室・トイレ

改修工事のお知らせ

　平素より、当会館をご利用いただき誠にありがとうございます。
　このたび、当会館の４階をより安全に、より快適にご利用いただく
ため、下記の通り改修工事を実施することとなりました。これに伴
い、工事期間中は大会議室の利用を一時中止いたします。
　ご不便をおかけいたしますが、より良い施設の提供を目指してまい
りますので、ご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

お問合せ：御坊商工会議所　（0738-22-1008）

- 御坊商工会館 ４階 大会議室 -



１
．
県
道
路
及
び
日
高
川
堤

防
の
新
設
・
改
修
及
び
拡
幅

に
つ
い
て

⑴
御
坊
美
山
線
（
御
坊
市
藤

田
町
地
内
）
の
外
側
へ

の
拡
幅
及
び
堤
防
強
化

に
つ
い
て
、
用
地
取
得

に
係
る
予
算
及
び
人
員

を
確
保
し
て
早
急
に
推

進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
た
い
。

⑵
日
高
川
右
岸
（
藤
井
地
区

〜
島
地
区
間
〜
河
口
ま

で
）
の
堤
防
強
化
を
お

願
い
し
た
い
。

⑶
日
高
川
左
岸
（
市
道
野
口

堤
防
線
〜
市
道
岩
内
堤

防
線
間
）
の
強
化
を
早

急
に
お
願
い
し
た
い
。

⑷
上
流
か
ら
の
堆
積
物
が

年
々
増
加
し
て
、
砂
州

に
堆
積
し
て
い
ま
す

（
大
雨
に
よ
り
藤
田
町

河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
が

冠
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）
。
日
高
川
の
野

口
新
橋
付
近
を
浚
渫
す

る
こ
と
で
、
河
川
の
流

下
能
力
を
高
め
て
頂
き

た
い
。
特
に
日
高
川
下

流
の
野
口
新
橋
か
ら
御

坊
大
橋
付
近
の
樹
木
の

除
根
・
掘
削
を
お
願
い

し
た
い
。

⑸
川
辺
イ
ン
タ
ー
よ
り
道
成

寺
へ
の
観
光
道
路
と
し

て
、
北
吉
田
地
区
の
県
道

玄
子
小
松
原
線
、
日
高
印

南
線
、
江
川
小
松
原
線
を

拡
幅
整
備
し
て
、
観
光
資

源
の
活
性
化
に
繋
げ
て
頂

き
た
い
。
ま
た
、
集
中
豪

雨
に
よ
る
道
路
（
堂
閉

川
）
の
冠
水
が
見
ら
れ
た

事
か
ら
、
避
難
道
路
と
し

て
の
早
期
対
策
を
併
せ
て

お
願
い
し
た
い
。

⑹
湯
川
小
学
校
・
中
学
校
へ

の
通
学
時
に
係
る
安
全
確

保
の
た
め
、
ま
た
、
津

波
・
水
害
時
の
避
難
道
路

と
し
て
の
役
割
か
ら
、
孫

太
郎
橋
か
ら
県
道
江
川
・

小
松
原
線
ま
で
の
区
間

（
一
部
県
道
玄
子
小
松
原

線
を
含
む
）
の
歩
道
設

置
、
拡
幅
工
事
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
緊
急
車

両
通
行
の
た
め
、
県
道
江

川
・
小
松
原
線
の
拡
幅

（
一
方
通
行
解
除
も
含
め

て
）
を
お
願
い
し
た
い
。

２
．
津
波
・
洪
水
の
災
害
対

策
に
つ
い
て

⑴
日
高
港
第
１
期
整
備
事
業

時
に
完
成
し
た
工
業
団

地
は
ほ
と
ん
ど
が
埋
ま

り
ま
し
た
。
今
後
、
地

域
の
更
な
る
活
性
化
と

国
土
強
靭
化
を
力
強
く

推
進
す
る
た
め
、
大
規

模
地
震
時
の
防
災
拠
点

港
と
し
て
の
機
能
強

化
、
更
に
将
来
的
に
海

洋
風
力
発
電
の
設
置
を

見
据
え
、
第
２
期
整
備

事
業
の
早
期
着
手
を
お

願
い
し
た
い
。

⑵
日
高
港
湾
を
機
能
的
に
最

大
限
活
用
す
る
た
め
、

和
歌
山
税
関
支
署
の
御

坊
出
張
所
の
設
置
を
お

願
い
し
た
い
。

⑶
津
波
対
策
と
し
て
、
西
川

入
口
（
天
田
橋
、
名

屋
・
浜
ノ
瀬
地
区
）
の

堤
防
の
嵩
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。

⑷
津
波
対
策
と
し
て
、
西
川

河
口
へ
の
水
門
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

⑸
増
水
を
緩
和
す
る
た
め
、

東
裏
川
か
ら
西
川
に
か

け
て
の
水
門
（
カ
ル

バ
ー
ト
）
工
事
を
早
急

に
お
願
い
し
た
い
。

⑹
暴
風
雨
時
に
は
、
国
道
42

号
線
の
御
坊
か
ら
水
越
峠

を
経
由
し
て
広
川
町
ま
で

の
区
間
、
及
び
高
速
道
路

御
坊
イ
ン
タ
ー
か
ら
有
田

イ
ン
タ
ー
間
に
お
い
て
、

両
方
の
道
路
が
通
行
止
め

と
な
り
、
地
域
外
へ
の
移

動
が
極
め
て
困
難
と
な
り

ま
す
。
緊
急
時
の
避
難
道

路
と
し
て
の
観
点
か
ら

も
、
雨
風
に
強
い
道
路
改

修
を
お
願
い
し
た
い
。
特

に
高
速
道
路
に
つ
い
て

は
、
暴
風
雨
時
に
お
い
て

も
交
通
機
能
の
確
保
を
お

願
い
し
た
い
。

⑺
日
高
川
水
系
河
川
整
備
計

画
に
よ
る
、
天
理
教
湯

川
分
教
会
前
の
県
道
交

差
点
か
ら
日
高
川
堤
防

ま
で
の
18
ｍ
道
路
地
中

に
放
水
路
を
設
置
し

て
、
日
高
川
に
放
流
す

る
計
画
の
早
期
実
現
を

お
願
い
し
た
い
。

３
．
木
材
産
業
活
性
化
対
策

に
つ
い
て

⑴
紀
州
材
活
性
化
活
用
推
進

対
策
に
つ
い
て

①
公
共
施
設
、
特
に
学
校
等

へ
の
工
事
発
注
の
際
に

は
、
設
計
内
訳
書
に
お

い
て
県
産
材
（
紀
州

材
）
の
利
用
、
木
造
化

を
積
極
的
に
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
例
年
回

答
に
つ
い
て
は
【
林
業

振
興
課
・
技
術
調
査

課
・
公
共
建
築
課
】
か

ら
頂
い
て
い
る
が
【
土

整
備
政
策
課
】
か
ら
の

回
答
も
聞
き
た
い
。

⑵
木
材
住
宅
建
築
助
成
制
度

の
Ｐ
Ｒ
を
引
き
続
き
実

令
和
７
年
度

御
坊
商
工
会
議
所
（
県
）
要
望
事
項

御
坊
商
工
会
議
所
（
県
）
要
望
事
項

施
し
て
頂
く
と
共
に
施

主
だ
け
で
な
く
、
施
工

業
者
へ
も
助
成
制
度
が

適
用
さ
れ
る
よ
う
引
き

続
き
特
段
の
ご
配
慮
を

お
願
い
し
た
い
。

①
本
助
成
制
度
に
係
る
申
請

書
類
が
、
極
め
て
煩
雑
で

す
。
申
請
書
類
の
簡
略
化

を
お
願
い
し
た
い
。

②
従
来
の
限
定
で
は
な
く
、

全
て
オ
ー
プ
ン
で
住
宅
及

び
非
住
宅
物
件
で
紀
州
材

を
使
用
し
た
物
件
に
助
成

処
置
と
し
て
㎥
当
た
り

５
，
０
０
０
円
を
申
請
者

全
て
の
物
件
を
対
象
に
助

成
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
。
　

⑶
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効

活
用
に
つ
い
て

　
　
平
成
31
年
度
よ
り
、
国

か
ら
分
配
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
「
森
林
環
境

譲
与
税
」
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
御
坊
市
の
よ

う
に
森
林
を
も
た
な
い

市
町
村
に
お
い
て
も
、

人
工
林
の
伐
採
や
人
材

育
成
、
担
い
手
の
確
保

等
、
木
材
利
用
促
進
や

普
及
啓
発
に
し
か
活
用

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

都
道
府
県
に
お
い
て
は

こ
れ
ら
の
取
組
を
行
う

市
町
村
の
支
援
等
に
森

林
環
境
譲
与
税
を
充
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
和
歌

山
県
に
お
い
て
は
、
森

林
・
林
業
へ
の
理
解
促

進
に
繋
が
る
よ
う
、
紀

州
材
を
県
産
材
と
し
て

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
木
材

の
購
入
や
木
材
加
工
を

行
う
際
に
は
、
当
地
域

の
加
工
業
者
を
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
で
き

れ
ば
全
国
の
各
市
町
村

と
連
携
を
結
ん
で
、
木

材
活
性
化
を
図
っ
て
も

ら
い
た
い
。

４
．
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
道

に
つ
い
て

⑴
紀
伊
半
島
を
周
回
で
き
る

自
動
車
専
用
道
路
の
早
期

実
現
及
び
紀
勢
道
南
紀
田

辺
Ｉ
Ｃ
〜
す
さ
み
南
Ｉ
Ｃ

間
に
追
越
車
線
の
新
設
を

お
願
い
し
た
い
。

５
．
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
・
き
の
く

に
線
に
つ
い
て

⑴
早
朝
の
海
南
駅
始
発

（
６
：
39
発
）
の
特
急

を
御
坊
駅
始
発
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
利
用
客

の
増
加
が
大
い
に
見
込

め
る
為
、
是
非
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
紀
州

路
快
速
の
御
坊
駅
ま
で

の
延
伸
も
併
せ
て
お
願

い
し
た
い
。

６
．
新
た
な
観
光
名
所
の
施

設
に
つ
い
て

⑴
観
光
客
に
対
し
て
災
害
時

の
避
難
経
路
及
び
避
難

場
所
等
の
周
知
徹
底
の

為
、
案
内
板
の
充
実
を

お
願
い
し
た
い
。

７
．
道
の
駅
設
置
に
つ
い
て

⑴
市
内
、
国
道
42
号
線
沿

い
・
道
成
寺
付
近
へ
地
元

の
農
産
物
、
水
産
物
を
販

売
で
き
る
道
の
駅
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光

客
誘
致
、
就
業
の
場
の
確

保
・
緊
急
避
難
場
所
等
に

繋
が
る
の
で
是
非
と
も
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
道

の
駅
設
置
の
際
に
は
、
店

舗
の
骨
材
等
に
紀
州
材
の

使
用
を
お
願
い
し
た
い
。

御
坊
市
か
ら
設
置
に

つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ

た
際
に
は
県
か
ら
の
助

言
・
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

８
．
雇
用
対
策
に
つ
い
て

⑴
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
雇
用
創

出
に
努
め
て
ほ
し
い
。

⑵
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
す

す
め
て
ほ
し
い
。

⑶
建
築
や
土
木
事
業
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
将

来
地
元
の
建
設
関
係
事

業
所
へ
の
就
職
に
繋
げ

る
為
、
日
高
郡
内
の
高

校
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

建
築
土
木
科
学
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

９
．
そ
の
他
要
望
事
項

⑴
各
商
店
街
に
設
置
さ
れ
た

防
犯
カ
メ
ラ
に
対
し

て
、
更
新
・
修
繕
に
掛

か
る
費
用
の
補
助
を
お

願
い
し
た
い
。

⑵
平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
き
の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
盛

り
上
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
今
後
も
継
続
実
施

を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
地
元
を
育
て
る
こ
と
か

ら
、
地
元
発
注
を
強
く

望
む
。

⑷
高
速
道
路
の
４
車
線
化
に

伴
い
、
地
域
外
か
ら
の
通

行
客
が
よ
り
多
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

通
行
客
に
御
坊
市
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、
御
坊
で
の
滞
在
や

買
い
物
な
ど
の
消
費
を

促
進
さ
せ
御
坊
市
の
活

性
化
に
繋
げ
て
行
き
た

い
。
そ
こ
で
、
高
速
道

路
を
走
る
通
行
客
に
対

し
て
、
御
坊
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ン
（
看
板
）
の
設
置

を
お
願
い
し
た
い
。

⑸
市
内
、
国
道
42
号
線
等
に

自
転
車
専
用
の
レ
ー
ン

（
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
）
の

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

⑹
紀
中
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

や
子
供
・
高
齢
者
等
、

年
代
を
問
わ
ず
参
加
で

き
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

大
会
等
の
誘
致
を
地
域

活
性
化
の
た
め
積
極
的

に
お
願
い
し
た
い
。

医療費のお知らせの
詳細につきまして
は、協会けんぽHP
をご覧ください。↓

〒640-8516　和歌山市六番丁5 
和歌山市六番丁５和歌山六番丁801ビル３階
tel 073-421-3100（代表）

◆令和６年度「医療費のお知らせ」をお送りします◆

　　協会けんぽでは、加入者の皆様にご自身の治療等にかかった医療費を確認
していただくために、年一回「医療費のお知らせ」をお送りしています。
　今年度は下記の通り実施しますので、年間の医療費の確認にご活用下さい。

●送付時期：令和７年１月中旬から下旬
●送付先：事業主宛（任意継続被保険者の方はご自宅宛）
●お知らせする診療期間：主に令和5年9月から令和6年8月診療分

「医療費のお知らせ」は医療費控除の申告手続きに使用可能です

　確定申告の際は領収書の代わりに、「医療費控除の明細書」の添付が必要です。
「医療費のお知らせ」を添付すると、「医療費控除の明細書」の記載を簡略化でき
ます。
　ただし、令和6年9月分から令和6年12月分の医療費については医療機関等か
らの領収書に基づき、ご自身で「医療費控除の明細書」を作成する必要がありま
す。

＼国税庁からのお知らせ／
●マイナンバーカード
●マイナンバーカード読取対応のスマートフォン（又はIC
カードリーダライタ）

→上記があればマイナポータルと連携して医療費の情報を
取得でき、「医療費控除の明細書」に自動入力するこ
とができます！

※詳しくは、国税庁のホームページの「マイナポータル連
携特設ページ」をご覧ください。

場　所場　所　御坊商工会館３階　会議室

日　時　令和６年12月20日（金）
　　　午後１時～午後５時（1時間単位での予約）

ご予約・お問合せ先　御坊商工会議所  TEL22－1008まで

社会保険労務士に無料で相談できます
個別労務相談会個別労務相談会

御坊商工会議所では、専門指導員（社会保険労務士）を配置した出張相
談室を設置し、就業規則作成変更、賃金・助成金等労務管理全般など、
中小企業の労働面の相談等にワン・ストップで対応しています。お気軽
にお申込み下さい。

※都合により、ご相談日時の変更等のお願いをする場合がございます。
※また、個別訪問も行っておりますので、お気軽にお問合せ下さい。
　※ご相談については、完全予約制となっており、ご予約がない場合は
開催致しません。

御坊商工会議所ニュース 第390号（２）令和６年12月



が
壊
れ
、
分
断
さ
れ
る

恐
れ
も
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
緊
急
時
に
お
け

る
、
人
命
救
助
や
避
難

物
資
調
達
の
観
点
か

ら
、
河
北
地
域
の
高
台

に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

⑿
津
波
・
水
害
の
避
難
道
路

整
備
対
策
と
し
て
、
井
関

御
坊
線
の
一
方
通
行
全
面

解
除
に
向
け
て
早
期
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。

２
．
道
路
関
係
に
つ
い
て

⑴
渋
滞
が
多
発
し
て
い
る
御

坊
駅
前
交
差
点
（
県
道

江
川
・
小
松
原
線
、
御

坊
停
車
場
線
、
市
道
駅

前
・
道
成
寺
線
）
の
改

良
（
ク
ラ
ン
ク
の
解
消

及
び
信
号
設
置
等
）
、

避
難
道
路
と
し
て
の
役

割
か
ら
早
急
に
対
策
を

お
願
い
し
た
い
。

３
．
施
設
関
係
に
つ
い
て

⑴
御
坊
総
合
運
動
公
園
の
野

球
場
に
社
会
人
や
大
学
野

球
部
に
よ
る
合
宿
等
、
多

目
的
な
利
用
が
見
込
め
る

た
め
、
雨
天
で
も
練
習
で

き
る
多
目
的
室
内
練
習
場

の
設
置
を
早
急
に
お
願
い

し
た
い
。

⑵
国
道
42
号
線
沿
い
・
道
成

寺
付
近
へ
の
地
元
の
農

産
物
、
水
産
物
を
販
売

で
き
る
道
の
駅
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観

光
客
誘
致
・
就
業
の
場

の
確
保
・
緊
急
避
難
場

所
等
に
繋
が
る
の
で
是

非
と
も
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
道
の
駅
設

置
の
際
に
は
、
紀
州
材

の
使
用
を
お
願
い
し
た

い
。

⑶
災
害
時
の
停
電
に
備
え
、

避
難
場
所
へ
の
「
ソ
ー

ラ
ー
街
路
灯
」
の
設

置
、
観
光
客
に
対
し
て

災
害
時
の
避
難
経
路
及

よ
る
農
業
用
水
路
の
逆

流
防
止
の
た
め
、
水
門

の
設
置
を
早
急
に
お
願

い
し
た
い
。

⑺
川
辺
イ
ン
タ
ー
よ
り
道
成

寺
へ
の
観
光
道
路
と
し

て
、
北
吉
田
地
区
の
県
道

玄
子
小
松
原
線
、
日
高
印

南
線
、
江
川
小
松
原
線
を

拡
幅
整
備
し
て
、
観
光
資

源
の
活
性
化
に
繋
げ
て
頂

き
た
い
。
ま
た
、
集
中
豪

雨
に
よ
る
道
路
（
堂
閉

川
）
の
冠
水
が
見
ら
れ
た

事
か
ら
、
避
難
道
路
と
し

て
の
早
期
対
策
を
併
せ
て

お
願
い
し
た
い
。

⑻
湯
川
小
学
校
・
中
学
校
へ

の
通
学
時
に
係
る
安
全
確

保
の
た
め
、
ま
た
、
津

波
・
水
害
時
の
避
難
道
路

と
し
て
の
役
割
か
ら
、
孫

太
郎
橋
か
ら
、
県
道
江

川
・
小
松
原
線
ま
で
の
区

間
（
一
部
県
道
玄
子
小
松

原
線
を
含
む
）
の
歩
道
設

置
、
拡
幅
工
事
を
お
願
い

し
た
い
。
ま
た
、
緊
急
車

両
通
行
の
た
め
、
県
道
江

川
・
小
松
原
線
の
拡
幅

（
一
方
通
行
解
除
も
含
め

て
）
を
お
願
い
し
た
い
。

⑼
津
波
対
策
と
し
て
、
西
川

入
口
（
天
田
橋
、
名

屋
・
浜
ノ
瀬
地
区
）
の

堤
防
の
嵩
上
げ
を
お
願

い
し
た
い
。

⑽
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
災
害
時
に
は
避
難

所
、
救
援
物
資
の
集
積
拠

点
と
し
て
、
平
常
時
は
防

災
に
関
す
る
学
習
が
出
来

る
施
設
と
し
て
、
防
災
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
お
願
い

し
た
い
。

⑾
日
高
川
河
北
地
域
の
高
台

に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
無
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

将
来
、
津
波
な
ど
に
よ

り
日
高
川
に
か
か
る
橋

１
．
津
波
・
洪
水
の
災
害
対

策
に
つ
い
て

⑴
日
高
港
第
１
期
整
備
事
業

時
に
完
成
し
た
工
業
団

地
は
ほ
と
ん
ど
が
埋
ま

り
ま
し
た
。
今
後
、
地

域
の
更
な
る
活
性
化
と

国
土
強
靭
化
を
力
強
く

推
進
す
る
た
め
、
大
規

模
地
震
時
の
防
災
拠
点

港
と
し
て
の
機
能
強

化
、
更
に
将
来
的
に
海

洋
風
力
発
電
の
設
置
を

見
据
え
、
第
２
期
整
備

事
業
の
早
期
着
手
を
お

願
い
し
た
い
。

⑵
御
坊
美
山
線
（
御
坊
市
藤

田
町
地
内
）
の
外
側
へ

の
拡
幅
及
び
堤
防
強
化

に
つ
い
て
早
急
に
推
進

さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願

い
し
た
い
。
特
に
県
と

連
携
を
強
化
し
て
、
早

急
な
対
応
を
お
願
い
し

た
い
。

⑶
日
高
川
右
岸
（
藤
井
地
区

〜
島
地
区
間
〜
河
口
ま

で
）
の
堤
防
強
化
を
お

願
い
し
た
い
。
　

⑷
日
高
川
左
岸
（
市
道
野
口

堤
防
線
〜
市
道
岩
内
堤

防
線
間
）
の
強
化
を
早

急
に
お
願
い
し
た
い
。

⑸
上
流
か
ら
の
堆
積
物
が

年
々
増
加
し
て
、
砂
州

に
堆
積
し
て
い
ま
す

（
大
雨
に
よ
り
藤
田
町

河
川
敷
の
グ
ラ
ン
ド
が

冠
水
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）
。
日
高
川
の
野

口
新
橋
付
近
を
浚
渫
す

る
こ
と
で
、
河
川
の
流

下
能
力
を
高
め
て
頂
き

た
い
。
特
に
日
高
川
下

流
の
野
口
新
橋
か
ら
御

坊
大
橋
付
近
の
樹
木
の

除
根
・
掘
削
を
お
願
い

し
た
い
。

⑹
日
高
川
左
岸
に
お
け
る
、

野
口
新
橋
付
近
の
水
害

対
策
と
し
て
、
大
雨
に

び
避
難
場
所
等
の
周
知

徹
底
の
為
、
太
陽
光
発

電
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
置

を
含
め
、
更
な
る
誘
導

照
明
灯
等
や
案
内
板
の

充
実
を
お
願
い
し
た

い
。

４
．
そ
の
他
要
望
事
項

⑴
各
商
店
街
に
設
置
さ
れ
た

防
犯
カ
メ
ラ
に
対
し

て
、
更
新
・
修
繕
に
掛

か
る
費
用
の
補
助
を
お

願
い
し
た
い
。

⑵
平
成
19
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
き
の
く
に
ロ
ボ
ッ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

盛
り
上
げ
て
い
く
と
と

も
に
、
今
後
も
継
続
実

施
を
お
願
い
し
た
い
。

⑶
安
全
で
利
便
性
の
高
い
御

坊
駅
前
ス
ペ
ー
ス
に
す

る
為
、
関
連
交
通
機
関

等
と
調
整
を
図
り
、
タ

ク
シ
ー
駐
車
場
の
縮
小

も
含
め
、
一
般
駐
車
場

の
拡
幅
や
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
車
両
出
入
口
の

再
整
備
等
を
お
願
い
し

た
い
。

⑷
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効

利
用
に
つ
い
て

①
平
成
31
年
度
よ
り
、
国
か

ら
配
分
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
「
森
林
環
境
譲

与
税
」
の
使
途
に
つ
い

て
は
、
御
坊
市
の
よ
う

に
森
林
を
も
た
な
い
市

町
村
に
お
い
て
も
、
人

工
林
の
伐
採
や
人
材
育

成
、
担
い
手
の
確
保

等
、
木
材
利
用
促
進
や

普
及
啓
発
に
し
か
活
用

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
に
、
森
林
を
も
た
な

い
市
町
村
が
、
木
材
や

木
材
加
工
品
を
購
入
す

る
際
、
御
坊
市
内
の
木

材
加
工
業
者
を
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
姉
妹

都
市
や
各
市
町
村
と
連

携
を
結
ん
で
、
紀
州
材

を
Ｐ
Ｒ
し
、
木
材
活
性

化
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ

て
頂
き
た
い
。

②
御
坊
市
は
古
く
は
奥
日
高

よ
り
日
高
川
で
運
搬
さ

れ
る
木
材
の
集
散
地
と

し
て
発
展
し
、
か
つ
て

は
木
材
商
が
盛
ん
な
地

ト
レ
ン
ド
通
信

「
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
背
負
っ
て
頑
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
店
の
二
代
目
を
応
援
」

令
和
７
年
度

御
坊
商
工
会
議
所
（
市
）
要
望
事
項

御
坊
商
工
会
議
所
（
市
）
要
望
事
項

域
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
高
別
院
を
中

心
に
寺
内
町
が
形
成
さ

れ
、
現
在
も
古
い
町
並

み
が
残
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
熊
野
古

道
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
紀
伊
路
」
（
大
阪
、

和
歌
山
を
経
て
田
辺
に

至
る
ル
ー
ト
）
が
御
坊

市
内
を
通
り
、
世
界
遺

産
「
熊
野
古
道
参
詣

道
」
へ
と
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
既
存
の

観
光
資
源
を
生
か
す
た

め
、
参
詣
道
の
案
内
標

識
や
周
辺
道
路
の
整

備
、
景
観
づ
く
り
に
紀

州
材
を
用
い
て
ほ
し

い
。
延
い
て
は
「
ま
ち

な
み
の
木
質
化
」
を
す

る
事
で
他
府
県
か
ら
の

観
光
客
や
移
住
者
の
増

加
を
図
り
、
さ
ら
に
は

県
内
外
へ
紀
州
材
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
取
組
を
行
い
、

「
森
林
環
境
譲
与
税
」

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
林
業
、
製
材

業
、
設
計
士
な
ど
か
ら

な
る
委
員
会
を
立
ち
上

げ
る
際
に
は
、
御
坊
市

の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

⑸
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
雇
用
創

出
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

⑹
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
す

す
め
て
ほ
し
い
。

⑺
地
元
を
育
て
る
こ
と
か

ら
、
地
元
発
注
を
強
く

望
む
。

⑻
高
速
道
路
の
４
車
線
化
に

伴
い
、
地
域
外
か
ら
の

通
行
客
が
よ
り
多
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
通
行
客
に
御
坊
市

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

で
、
御
坊
で
の
滞
在
や

買
い
物
な
ど
の
消
費
を

促
進
さ
せ
御
坊
市
の
活

性
化
に
繋
げ
て
行
き
た

い
。
そ
こ
で
、
高
速
道

路
を
走
る
通
行
客
に
対

し
て
、
御
坊
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ン
（
看
板
）
の
設
置

　
山
形
新
幹
線
の
終
点
・

新
庄
駅
か
ら
歩
い
て
３
分

ほ
ど
の
所
に
、
「
味
お
ん

ち
」
と
い
う
ち
ょ
っ
と
ひ

ね
っ
た
名
前
の
飲
食
店
が

あ
り
ま
す
。
「
高
橋
日
東

商
店
」
と
い
う
酒
屋
の
一

角
に
、
い
わ
ゆ
る
角
打
ち

と
し
て
「
味
お
ん
ち
」
は

あ
り
ま
す
。
７
〜
８
年
前

に
初
め
て
訪
ね
て
以
来
、

新
庄
や
そ
の
近
辺
に
行
く

機
会
が
あ
れ
ば
必
ず
寄
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
80

年
ほ
ど
の
歴
史
あ
る
酒
屋

が
扱
う
古
今
東
西
の
銘
酒

が
、
東
京
で
は
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
価
格
で
提
供

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
お
酒

に
合
わ
せ
た
和
洋
中
の
料

理
も
秀
逸
で
す
。

　
一
昨
年
の
初
め
に
先
代

が
亡
く
な
り
、
現
在
は
息

2024ごぼう商店街ラッキーナンバーくじ参加店舗の皆様へ

を
お
願
い
し
た
い
。

⑼
市
内
、
国
道
42
号
線
等
に

自
転
車
専
用
の
レ
ー
ン

（
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
）
の

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

⑽
紀
中
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

や
子
供
・
高
齢
者
等
、

年
代
を
問
わ
ず
参
加
で

き
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

大
会
等
の
誘
致
を
地
域

活
性
化
の
た
め
積
極
的

に
お
願
い
し
た
い
。

⑾
物
価
上
昇
等
を
踏
ま
え
、

御
坊
市
創
業
者
応
援
事
業

補
助
金
の
補
助
金
額
を
増

額
し
、
創
業
者
に
対
し
手

厚
い
補
助
に
な
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

⑿
市
役
所
付
近
の
御
坊
市
中

心
部
に
子
ど
も
や
年
配

者
の
憩
い
の
場
と
な
る

自
然
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
場
所
の
創
出
を
お

願
い
し
た
い
。

御坊市商店街振興組合連合会　代表理事　坂井和夫

　2024ごぼう商店街ラッキーナンバーくじへのご参加、誠にありがとう
ございました。
　皆様のご支援に感謝申し上げます。
　参加店舗様におかれましては、期限付きのお買物券の換金手続きを引
き続き以下の通り行っております。

子
さ
ん
夫
婦
と
先
代
の
奥

さ
ま
が
店
を
切
り
盛
り
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
が
引
か

れ
た
の
は
、
お
酒
や
食
に

関
す
る
圧
倒
的
な
情
報
量

だ
け
で
な
く
、
ど
こ
ま
で

も
謙
虚
で
穏
や
か
な
先
代

と
奥
さ
ま
の
山
形
言
葉
を

聞
く
こ
と
で
、
そ
れ
が
楽

し
み
で
し
た
。
私
の
よ
う

な
フ
ァ
ン
は
多
く
、
地
元

よ
り
も
近
隣
の
県
や
首
都

圏
か
ら
多
く
の
客
が
こ
の

店
を
目
的
に
新
庄
を
訪
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
行
く
た
び
に
新
し
い
知

識
に
出
合
え
、
新
し
い
体

験
が
で
き
る
場
所
は
、
い

ま
寡
黙
な
二
代
目
が
引
き

継
い
で
い
ま
す
。
過
去
数

十
年
に
わ
た
っ
て
仕
入
れ

た
逸
品
も
、
お
客
さ
ん
に

提
供
し
て
い
る
う
ち
に
い

ず
れ
無
く
な
っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
。
二
代
目
は
こ

の
先
何
年
、
何
十
年
後
に

も
自
信
を
持
っ
て
お
客
さ

ん
に
出
せ
る
品
を
仕
入
れ

る
た
め
日
々
奮
闘
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス

は
、
資
金
繰
り
や
在
庫
管

理
の
面
で
と
て
も
運
用
が

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
長
く
続
け
て
ほ

し
い
と
応
援
し
た
く
な
り

ま
す
。

　
こ
の
ま
ち
へ
行
く
と
必

ず
訪
れ
る
、
と
い
う
店
は

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
と
あ

り
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
新

庄
へ
行
く
10
日
ほ
ど
前
に

訪
れ
た
静
岡
県
三
島
市
の

「
若
鳥
」
と
い
う
店
も
２

０
１
９
年
に
代
替
わ
り
し

て
、
二
代
目
が
引
き
継
い

で
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
創

業
60
年
以
上
に
な
る
鳥
か

ら
揚
げ
の
専
門
店
で
す
。

祖
母
が
始
め
た
店
を
孫
が

引
き
継
い
だ
形
で
す
。
こ

の
店
の
か
ら
揚
げ
は
、
一

羽
を
四
つ
に
分
け
た
サ
イ

ズ
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
モ

モ
、
手
羽
で
半
身
、
２
個

ず
つ
で
一
羽
分
の
大
き
さ

で
す
。
ほ
ぼ
素
揚
げ
で
塩

だ
け
の
味
付
け
な
の
に
、

な
ぜ
か
た
く
さ
ん
食
べ
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
先
代
の
と
き
全
国
コ
ン

テ
ス
ト
で
賞
を
取
っ
て
い

ま
し
た
が
、
代
替
わ
り
し

て
か
ら
も
昨
年
、
「
第
14

回
か
ら
あ
げ
グ
ラ
ン
プ

リ
」
の
「
素
揚
げ
・
半
身

揚
げ
部
門
」
で
最
高
金
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る

の
れ
ん
を
引
き
継
ぐ
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
き
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
ち
ら

も
ぜ
ひ
長
く
続
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身

は
30
年
ほ
ど
前
に
初
め
て

行
っ
て
以
来
、
近
く
で
仕

事
が
あ
る
と
き
は
、
で
き

る
だ
け
宿
泊
を
三
島
に
変

更
し
て
で
も
訪
ね
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
個
人
的
な
話

ば
か
り
で
恐
縮
で
す
が
、

旅
の
最
大
の
楽
し
み
は
こ

う
し
た
「
無
理
を
し
て
で

も
行
き
た
い
場
所
」
や

「
会
い
た
い
人
」
を
訪
ね

る
こ
と
と
、
ま
た
次
に
そ

う
思
え
る
よ
う
に
な
る
新

た
な
出
会
い
に
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
先
日
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ

た
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
会
場

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
ご

と
の
魅
力
発
信
や
、
グ
ル

メ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ア
カ
デ

ミ
ア
体
験
な
ど
の
展
示
を

見
な
が
ら
、
行
動
変
化
を

促
す
よ
う
な
本
当
の
魅
力

は
、
も
っ
と
個
別
で
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
し
た
。

日
経
Ｂ
Ｐ 

総
合
研
究
所

　
　
上
席
研
究
員

　
　
　
　
　
渡
辺
　
和
博

換金期限：令和６年12月16日（月）
換金場所：御坊市商店街振興組合連合会事務局（御坊商工会議所内）
持 参 物：印鑑（認印・シャチハタも可）

※換金金額が高額になる場合は事前に事務局までご連絡ください。
　ご質問や疑問点等ございましたら、お気軽に市商連事務局
（0738‐22‐1008）までお問い合わせください。

　期限内に換金手続きをお済ませいただきますよう引き続きご協力よろ
しくお願いいたします。

第390号（３） 令和６年12月御坊商工会議所ニュース
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御坊商工会議所青年部  情報通信

い
つ
の
頃
か
ら
か
、
「
電

話
は
オ
ワ
コ
ン
（
終
わ
っ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
）
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
マ
ル
チ
タ
ス
ク
に
追

わ
れ
、
人
手
も
少
な
く
余

裕
が
な
い
状
況
で
、
お
互

い
が
時
間
を
合
わ
せ
な
け

れ
ば
用
を
な
さ
な
い
ツ
ー

ル
を
排
除
す
る
方
向
に
向

か
う
の
は
あ
る
意
味
自
然

で
す
。
い
つ
で
も
気
兼
ね

な
く
送
れ
て
、
相
手
も
自

分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
封

で
き
る
メ
ー
ル
が
台
頭
し

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
な

お
さ
ら
で
す
。

　
「
相
手
の
時
間
を
奪

う
」
と
揶
揄
（
や
ゆ
）
さ

れ
る
電
話
で
す
が
、
果
た

し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
メ
ー
ル
の
や
り
と

り
に
こ
そ
膨
大
な
時
間
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
見

逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
の
業
務
の
半
分
は
、

メ
ー
ル
の
返
信
に
明
け
暮

れ
て
い
る
と
い
う
話
も
よ

く
聞
き
ま
す
。
ま
た
、
電

話
は
文
字
だ
け
で
は
伝
え

き
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

共
有
す
る
た
め
に
は
必
要

な
ツ
ー
ル
で
す
。
特
に
、

相
手
と
の
行
き
違
い
が

あ
っ
た
と
き
に
は
、
何
度

も
文
字
で
や
り
と
り
す
る

よ
り
も
、
電
話
を
か
け
て

確
認
す
る
こ
と
で
あ
っ
さ

り
と
誤
解
が
解
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
字
ツ
ー
ル

と
比
べ
て
伝
え
合
う
情
報

量
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
ス
ピ
ー
チ

原
稿
は
、
１
分
間
に
約
３

０
０
文
字
を
目
安
に
作
成

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
基
に
考
え
る

と
、
数
分
間
の
や
り
と
り

で
数
千
字
の
情
報
を
伝
え

合
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
通
常
は
そ
の
よ
う
な

長
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る

御坊YEG11月例会は、ともひろぽろぽろ委員会が担当。11月19日
（火）に、「仮想空間の世界へ…、新しいビジネスモデルの形“VR体
験”」をテーマにVR体験例会を開催しました。講師には「テクノロ
ジーと自由な発想で、持続可能な社会を創る」を理念とする(株)ウフル
の廣羽裕紀氏をお招きして、メタバースの世界を２つ体験してきまし
た。１つ目のVR物産展では、和歌山の観光地に没入し、特産品につい
て知ることや購入することができます。２つ目のダイナソー体験で
は、バーチャル空間で巨大な恐竜たちが大暴れ！大迫力の映像に体験
者たちは終始大盛り上がりでした。

　11月１日（金）～２日（土）
に、滋賀県東近江市にて八日市
YEG主管の「第42回近畿ブロッ
ク大会 江州ようかいち大会」に
出席しました。
　御坊商工会議所からは３名が
出席。大会の登録者数はなんと
2,091名にのぼり、他府県のYEG
会員と意見交換などの交流を図
り、大会では会長会議、記念式
典や懇親会など熱い盛り上がり
を見せました。青年部では今後
も、県内外の会合に積極的に参
加して参ります。

近畿ブロック商工会議所青年部連合会
近畿ブロック大会 江州ようかいち大会に出席！

　11月15日（金）～16日（土）
の間、福島県郡山市において第
42回全国会長研修会「ふくしま
郡山会議」が開催されました。
　御坊商工会議所からは３名が
出席。ふくしま郡山会議は会員
総会、全体研修、大交流会など
が実施されました。研修会では
リーダーの資質や会員増強につ
いて学び、交流会では他府県の
青年部と意見交換や交流する機
会を設けられ、とても充実した
会長研修会でした。設営された
郡山YEGの皆様、本当にお疲れ
様でした。

日本商工会議所青年部
第42回 全国会長研修会「ふくしま郡山会議」に出席！

御坊商工会議所青年部　11月例会「VR体験」を開催！

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
だ
け
考
え
て
も
情
報
量

の
差
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
電
話
番
号
を
大
々
的
に

不
特
定
多
数
に
開
示
す
る

の
は
、
理
不
尽
な
ク
レ
ー

ム
や
勧
誘
な
ど
に
使
わ
れ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
な

ど
、
リ
ス
ク
が
高
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
交
流
が

あ
る
人
や
取
引
先
と
の
電

話
の
利
用
は
む
し
ろ
、
大

量
の
情
報
を
伝
え
合
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
メ

リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
基
本
的
に
、

就
業
時
間
内
（
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か

じ
め
や
り
と
り
で
き
る
時

間
帯
を
共
有
し
て
お
く
と

良
い
）
で
あ
れ
ば
、
い
つ

電
話
を
か
け
て
も
マ
ナ
ー

違
反
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
手
が
離
せ
な

い
と
き
は
相
手
が
出
な
い

は
ず
で
す
の
で
、
そ
こ
ま

で
気
を
使
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
電
話
は

緊
急
時
に
使
用
す
る
ツ
ー

ル
と
い
っ
た
認
識
も
強
い

こ
と
か
ら
、
留
守
電
に

な
っ
た
ら
、
一
言
用
件
を

残
し
て
お
く
配
慮
が
で
き

る
と
良
い
で
す
ね
。

　
若
い
世
代
を
中
心
に
、

電
話
を
敬
遠
す
る
傾
向
に

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
の
ス
キ

ル
は
、
社
内
教
育
を
し
て

で
も
残
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
　

　
支
援
機
構
　
代
表
理
事

大
野
　
萌
子

職
場
の
か
ん
た
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
場
の
か
ん
た
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
場
の
か
ん
た
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
場
の
か
ん
た
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
場
の
か
ん
た
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

職
場
の
か
ん
た
ん
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

「
電
話
の
良
さ
を
見
直
そ
う
」


